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背景：末期腎不全に対する腎代替療法として透析や腎移植がある。これまで透析患者の脳梗塞に

ついては比較的よく研究されているが、腎移植患者の脳梗塞についての報告は少ない。今回我々

は、当科に入院した生体腎移植を受けた脳梗塞患者における臨床的特徴と予後を調査した。 
方法：2013 年 12 月から 2019 年 9 月までに TWMU Stroke Registry に登録された 717 例の脳

梗塞患者のうち、生体腎移植を受けた患者は 27 例、透析患者は 39 例であった。合併症、脳梗

塞病型、血管イベント再発率、機能予後を比較検討した。 
結果：脳梗塞の病型は、生体腎移植患者で ESUS (embolic stroke of undetermined source)、透

析患者で心原性がそれぞれ最も多かった。腎移植患者における脳梗塞後の複合心血管イベント

再発リスクは、透析患者と比較して有意に低く、非腎代替療法患者とは差がなかった（年間再発

率 11.3% vs. 28.2% vs. 13.1%; log-rank P = 0.019）。脳梗塞発症 1 年後の機能予後は、腎移植

患者、非腎代替療法患者に比べて透析患者で不良となる傾向があった。 
結論：腎移植患者における脳梗塞メカニズムは透析患者と異なっており、さらに血管イベント再

発リスクは、透析患者より低い可能性が示された。 
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